
待
ち
な
さ
い
！

ち
ょ
っ
と

年
金
相
談

新
車
を
買
っ
た
ん
よ
。

ド
ラ
イ
ブ
に
行
っ
て

き
ま
ー
す
♪

車
も
い
い
け
ど

国
民
年
金
保
険

料
は
ち
ゃ
ん
と

納
め
た
？

あ
な
た
の
前
年

所
得
じ
ゃ
、申
請

免
除
の
対
象
に

な
ら
な
い
し…

車
の
ロ
ー
ン
や

保
険
で
精
い
っ
ぱ
い
。

年
金
の
支
払
い
は

後
回
し
だ

母
さ
ん
の
言
う
こ
と

聞
い
て
お
け
ば

良
か
っ
た…

こ
の
先
、

ど
う
し
よ
う…

あ
〜

夢
で
良
か
っ
た

し
っ
か
り
納
め
て

お
か
な
い
と
ね
！

早
く
起
き
な
さ
い
！

未納があったの
で、障害年金は
受けられません

以
上
で
す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
を

受
け
る
資
格
が
あ
る
人
は
対
象
外

　

60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
で

あ
れ
ば
、
任
意
で
国
民
年
金
に
加

入
し
て
保
険
料
を
納
め
、
年
金
額

を
増
や
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
受

給
資
格
期
間
が
足
り
な
い
人
は
最

長
70
歳
ま
で
加
入
で
き
、
期
間
を

満
た
す
と
老
齢
基
礎
年
金
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※

60
歳
以
上
で
厚
生
年
金
な
ど
に

加
入
し
て
い
る
人
、
す
で
に
老
齢

基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
対

象
外

国民年金国民年金特 集特 集 支え合うみんなで
国
民
年
金
っ
て
？

国
民
年
金
保
険
料

は
い
く
ら
？

例
え
ば
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と…

　

国
民
年
金
は
高
齢
、
障
が

い
者
、
遺
族
な
ど
に
な
っ
て

所
得
が
減
っ
て
し
ま
っ
た
と

き
に
安
定
し
た
生
活
を
支
え

合
っ
て
保
障
す
る
た
め
の
制

度
で
、
加
入
し
て
い
る
人
が

納
め
て
い
る
保
険
料
と
国
の

負
担
で
成
り
立
っ
て
い
ま

す
。
将
来
を
不
安
な
く
迎
え

る
た
め
に
も
、
国
民
年
金
制

度
を
正
し
く
理
解
し
ま
し
ょ

う
。年

金
を
き
ち
ん
と
受
け
る
た
め
に
は
？

　

保
険
料
を
き
ち
ん
と
納
め
て
い
な
い
と
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た
り
、
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た

り
し
ま
す
。
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
25
年
（
３
０
０
カ
月
）
の
受
給
資
格
期
間
が
必

要
で
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
、
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
と
い
う
事
態
を
避
け
る
た
め
に
も
、
保
険

料
は
納
付
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
な
お
納
め
忘
れ
が
あ
る
人
や
納
め
る
の
が
難
し
い
人
の
た

め
に
、
次
の
よ
う
な
制
度
が
あ
り
ま
す
。

※

全
て
申
し
込
み
が
必
要

20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
全
て
の
人
が
加
入

　

国
民
年
金
に
は
日
本
に
住

む
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
全

て
の
人
が
、
必
ず
加
入
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
民

年
金
の
加
入
者
を
「
被
保
険

者
」
と
い
い
、
そ
の
種
類
に

よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
の
方

法
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
に
支
え
て
く
れ
る
の
が
国
民
年
金
で
す
！

■
老
齢
基
礎
年
金
☆

満
額 

77
万
８
５
０
０
円（
年
額
）

　

保
険
料
を
納
め
た
期
間
や
免

除
さ
れ
た
期
間
が
25
年
以
上
あ

る
人
が
、
原
則
と
し
て
65
歳
か

ら
受
け
ら
れ
ま
す
。（
保
険
料

の
未
納
や
免
除
が
あ
る
と
き
は

減
額
さ
れ
ま
す
）

■
障
害
基
礎
年
金
☆

１
級 

97
万
３
１
０
０
円（
年
額
）

２
級 

77
万
８
５
０
０
円（
年
額
）

　

65
歳
に
な
る
ま
で
の
病
気
や

け
が
な
ど
に
よ
っ
て
障
が
い
が

残
っ
た
と
き
に
受
け
ら
れ
ま

す
。（
支
払
い
や
免
除
な
ど
一

定
要
件
あ
り
）

■
特
別
障
害
給
付
金
（
平
成
25
年
度
の
金
額
）

１
級 

４
万
９
５
０
０
円（
月
額
）

２
級 

３
万
９
６
０
０
円（
月
額
）

　

障
が
い
の
原
因
と
な
っ
た
病
気
や
け
が
な
ど
の
初
診

日
が
、
任
意
加
入
し
な
か
っ
た
未
加
入
期
間
（
平
成
３

年
３
月
以
前
で
学
生
、
ま
た
は
昭
和
61
年
３
月
以
前
で

第
２
号
被
保
険
者
の
配
偶
者
で
あ
っ
た
と
き
）
に
あ
り
、

障
害
基
礎
年
金
が
請
求
で
き
な
い
人
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

（
一
定
要
件
あ
り
）

■
遺
族
基
礎
年
金
☆

子
の
あ
る
妻

１
０
０
万
２
５
０
０
円（
年
額
）

　

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
た
人
が

死
亡
し
た
と
き
に
18
歳
未
満
の
子
が

い
る
場
合
な
ど
に
、
妻
ま
た
は
子
が

受
け
ら
れ
ま
す
。（
一
定
要
件
あ
り
）

■
寡
婦
年
金

夫
が
受
け
る
は
ず
だ
っ
た
老
齢
基
礎

年
金
額
の
４
分
の
３

　

保
険
料
を
納
め
た
期
間
と
免
除
期

間
を
合
わ
せ
て
25
年
以
上
あ
る
夫
が

年
金
を
受
け
ず
に
死
亡
し
た
と
き

に
、
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
た
妻
が

60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間
、

受
け
ら
れ
ま
す
。（
一
定
要
件
あ
り
）

■
死
亡
一
時
金

12
〜
32
万
円

　

保
険
料
を
36
カ
月
以
上
納
め
た
人

が
年
金
を
受
け
ず
に
亡
く
な
っ
た
と

き
、
納
め
た
月
数
に
応
じ
た
一
時
金

を
遺
族
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

☆
印
の
つ
い
て
い
る
年
金
額
は
平
成
25

年
10
月
か
ら
の
金
額
で
す

第1号被保険者

納
め
る
の
が
難
し
い
人
は…

申
請
免
除
・
若
年
者

納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
の
手
続
き
を
！

過
去
10
年
以
内
に
納

め
忘
れ
が
あ
る
人
は

…

後
納
（
平
成
27
年

９
月
末
ま
で
）

10
年
以
上
前
に
納
め

忘
れ
が
あ
る
人
、
受

給
資
格
期
間
が
足
り

な
い
人
は…

高
齢
任

意
加
入

申
請
免
除

若
年
者
納
付
猶
予

（
30
歳
未
満
の
み
）、

学
生
納
付
特
例

（
学
生
の
み
）

自営業者、農業者、学生ら
（保険料は自分で納付）

第2号被保険者
厚生年金や共済組合などに加入している人
（給料から天引き）

第3号被保険者
第2号被保険者に扶養されている配偶者
（配偶者の加入している年金制度が負担）

任意加入被保険者
日本国内に住所がある60歳以上65歳未満の
人や海外に住む20歳以上65歳未満の日本人
ら
（保険料は自分で納付）

20歳になった
本人確認ができるもの、認
め印、学生は学生証（コピ
ー可）や在学証明書

会社などを辞めた
年金手帳など本人確認がで
きるもの、認め印、離職票
など退職日の分かるもの

離婚などで配偶者
の扶養（3号）でなく
なった

年金手帳など本人確認がで
きるもの、認め印、社会保
険資格喪失連絡票など

年金手帳をなくした 本人確認ができるもの、認
め印

松山市に転入してきた 年金手帳など本人確認がで
きるもの、認め印

亡くなった 亡くなった人が加入していた年金制度によって異なりま
す。事前にお問い合わせください。

国保・年金課（市役所別館3
階）、福祉総合窓口（市役所
別館1階）、市民課（市役所
本館1階）、支所・出張所

松山東年金事務所（朝生田
町一丁目）

街角の年金相談センター
（花園町）

こんなときは手続きを！
こんなとき 必要なもの 手続き先

　
付
加
保
険
料
と
は
？

　

月
々
の
定
額
保
険
料
に
付
加
保
険
料
を
プ
ラ
ス

し
て
納
め
る
と
老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
（
２

０
０
円×

納
め
た
月
数
）
を
上
乗
せ
し
て
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
障
害
年
金
受
給
者
に
は

付
加
年
金
の
上
乗
せ
は
あ
り
ま
せ
ん
）
希
望
す
る

場
合
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

※

同
時
に
国
民
年
金
基
金
に
は
加
入
で
き
ま
せ
ん

納
付
方
法

① 

納
付
書（
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
）

② 

口
座
振
替

③ 

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

④ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

 

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
の
契
約
が
必
要
）

平成26年度
保険料額

 1万5,250円

まとめて納めると（前納）
割り引きされます！

平成26年度　割引額（年間）

①③④ ② 

割引なし
1,480円
3,250円

該当なし

600円
2,080円
3,840円
14,800円

（2年間での割引額）

当月末振替
6カ月前納
1年前納

2年前納

失
業
特
例

「追納」しましょう

平成26年4月1日から制度が変わります

20歳になったら、国民年金20歳になったら、国民年金

　免除や納付猶予、学生納付特例の期間の保険料は
10年以内であれば、後から納めること（追納）がで
きます。免除などが承認されている期間中の保険料を
そのままにしておくと老齢基礎年金が減額されます
が、追納することで年金額を増やすことができます。
※3年度を経過したときには元の保険料に経過年度
に応じた「加算額」がつきます

①国民年金保険料の免除等が申請
できる期間が拡大されます
　現在、受け付けできる免除期間は、申
請免除と若年者納付猶予が平成25年7月
以降のもの、学生納付特例が平成25年4
月以降のものとなっています。平成26年
4月1日からは、申請時から2年1カ月前ま
での月分までさかのぼって申請ができる
ようになります。

②法定免除対象者も納付できるようになり
ます
　平成26年4月1日から、保険料を通常納付できる「納
付申出制度」が始まります。法定免除に該当する人
（生活保護法による生活扶助を受けている人や障害年
金1・2級の受給権者ら）は保険料の支払いが法律で免
除されていましたが、納付申し出によ
り、口座振替、クレジットカード納
付、保険料の前納、付加保険料の納付
および国民年金基金への加入ができる
ようになります。

病気やけがなどによる障がい

家計を支えていた人の死亡

高齢になったことによる
所得の減少

お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
国
保
・
年
金
課
（
市
役
所
別
館
３
階
）

☎
948
６
３
５
６
・
5
934
２
６
３
１
、
松
山
東
年
金
事
務
所
☎
946

２
８
３
５
・
5
933
１
３
１
９
、
松
山
西
年
金
事
務
所
☎
925
５
１

７
５
・
5
923
４
６
１
９
へ

月額

月額 400円
付加保険料

　

本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主
の
前

年
所
得
に
よ
っ
て
審
査
さ
れ
、
承

認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
納
付
が
全

額
ま
た
は
一
部
免
除
さ
れ
ま
す
。

受
給
資
格
期
間
に
数
え
ら
れ
、
一

定
の
割
合
で
老
齢
基
礎
年
金
と
し

て
計
算
さ
れ
る
た
め
、
未
納
よ
り

も
年
金
額
が
増
え
ま
す
。

　

本
人
、
配
偶
者
（
学
生
納
付
特

例
は
本
人
の
み
）
の
前
年
所
得
に

よ
り
審
査
さ
れ
、
承
認
さ
れ
る
と

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま

す
。
受
給
資
格
期
間
と
し
て
数
え

ら
れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
の

金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

離
職
票
な
ど
を
添
付
す
る
と
、

退
職
し
た
人
の
前
年
所
得
が
審
査

か
ら
除
外
さ
れ
る
た
め
免
除
が
承

認
さ
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。
た
だ

し
、
ほ
か
の
審
査
対
象
者
に
一
定

以
上
の
所
得
が
あ
る
と
免
除
が
却

下
さ
れ
ま
す
。

　

過
去
10
年
以
内
に
未
納
や
未
加

入
期
間
が
あ
る
人
は
、
さ
か
の
ぼ

っ
て
納
め
る
こ
と
（
後
納
）
が
で

き
、
老
齢
基
礎
年
金
を
増
や
せ
ま

す
。
受
給
資
格
期
間
が
足
り
な
い

人
は
、
後
納
し
て
受
給
資
格
期
間

を
満
た
す
と
老
齢
基
礎
年
金
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※

納
め
る
金
額
は
当
時
の
保
険
料

に
経
過
年
度
に
応
じ
た
「
加
算

額
」
を
加
え
た
金
額
で
す
。
65
歳

※

障
害
者
手
帳
の
等
級
と
障
害
年
金
の
等
級
は
異
な
り
ま
す
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